
（別紙 1） 
 

アンケート結果抜粋と分析 

 
 １．回答者について【Q1～Q3】 

  ・「2021 年度卒業者」が 80.2％となり大半を占めている。学部卒業後の進路は、「本学修士
課程に在学中」（72.6%）が大半を占め、次いで「就職」（11.5%）となっている。 

  
２．英語の使用、英語コミュニケーションレベルについて【Q4、Q5】 

・業務や学業における英語の使用について、「使用していない」（51.3%）が半数を占め、次い
で「外国語を使用して、メールや文書のやりとりをする必要がある」（16.8％）となってい
る。Q3 より、回答者の 72.6%が「本学修士課程に在学中」のため、外国語を使用していな
い割合が高くなっていると考えられる。 

・Q4海外での勤務や留学経験、業務における英語の使用について、「外国語は使用していな
い」の割合が全体では 51.3%であったが、本学修士課程に在学中を選択した者を除いた結
果では 24.2%となっており、卒業・修了後は外国語使用の必要性が増加していることが伺
える。 

・英語のコミュニケーションレベルについて、在学中に身についたと感じるレベルは、「A2」
（27.3％）、「B1」（24.6%）の順であった。一方で在学中に身につけておきたかったと感じ
るレベルは、「B2」（34.5％）、「B1」（19.6%）であった。このことより、身についたレベル
よりも高いレベルを身につけたかったと考えていることが伺える。 

・Q4 において、外国語を使用していると回答した者と使用していないと回答した者とで、
身につけておきたかったと感じるレベル、身についたと感じるレベルにおいて大きな差は
みられなかった。 

 

３．在学中に身についたと感じる能力、さらに身につけようと考えている能力【Q6、Q8】 

・卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）において定める能力のうち、在学中
に身についたと感じる能力は、「基礎的な知識・技術」（18.3％）、「専門的な知識・技術」
（15.8％）、「論理的・批判的な思考力」（13.4％）となっている。 

・さらに身につけようと考えている知識・能力は、「専門的な知識・技術」（13.9％）、「自ら
課題を発見し、解決する能力」「コミュニケーション能力」（いずれも 11.8%）となってい
る。「基礎的な知識・技術」（5.5％）は最も低く、身についたと感じる能力としては最も高
い割合だったことから、在学中に「基礎的な知識・技術」が身についていると考えている
ことが伺える。 

・「専門的な知識・技術」は、在学中に身についたと感じている割合が高いが、さらに身に
つけようと考えている割合も高いため、「専門的な知識・技術」が重要であると考えられ
ており、さらに身につけたいという意向が伺える。 

・「異文化理解・国際性」は、身についたと感じたのは 1.8％だが、さらに身につけようと
考えているのは 8.8％となり、より在学中に学修が必要とされていることが考えられる。 



４．卒業後に役立ったと感じること【Q7】 

・卒業後に役立ったと感じることとして、「卒業研究」（22.0%）、「専門教育（講義・演
習）」（17.3%）、「専門教育（実験・実習）」（15.2%）となっており、本学の専門教
育が役立っていることが伺える。一方、一般教養科目（英語、英語を除く語学、教養教育）
は低い割合となっている。 

・「友人との関係」（14.8%）、「クラブ・サークル活動」（12.7%）も卒業後に役立って
いると感じている割合が高くなっており、正課外の活動も重要であることが伺える。 

  
５．この 1 年間での勤務（研究・授業）時間以外に自ら知識・能力向上のために使用した 1 週

間当たりの時間【Q9】 

  ・「1～2時間」（25.5%）、「3～5時間」（21.7%）となっており、一定の時間を知識・能
力向上のために使用していることが伺える。 

 

６．今後本学が力を入れるべきと考えること【Q10】 

 ・今後本学は何に力を入れるべきかについて、「研究力の向上」（20.2%）が最も高く、「学 
部教育の充実」（11.9%）、「キャリア形成のための教育の充実」（11.7%）、「大学院教 
育の充実」（11.6%）が続いて高い割合となっている。 

  ・「リカレント教育の充実」について、全体では 2.8%であったが、本学修士課程に在学中を
選択した者を除いた結果では 6.0％となり、リカレント教育充実の必要性が伺える。 

  
７．本学とのつながり、情報媒体等【Q11～Q13】 

 ・学部卒業後の本学とのつながりについては、「ゼミや研究室の集まりに参加」（29.3%）、 
「友人との付き合い」（26.0%）、「クラブ・サークルの集まり」（13.6%）の割合が高くな 
っており、Q7の卒業後に役立ったと感じることの教育研究以外の上位項目と一致してい 
る。 

 ・本学から発信している情報収集については、「本学ホームページ」（43.1%）が最も高く、 
  次いで「同窓会（理窓会等）からのお知らせ」（18.0%）となっている。なお、本学修士課 

程に在学中を選択した者を除いた結果では、「同窓会（理窓会等）からのお知らせ」（35.1%） 
が最も高く、次いで「本学ホームページ」（29.2%）となっている。 

 ・身近に進学を考えている人がいたら本学への入学を勧めたいかについては、「ぜひ勧めた 
い」（20.2%）、「勧めたい」（63.3%）が大半を占め、本学への満足度が高いことが伺え 
る。なお、本学修士課程に在学中を選択した者を除いた結果では、「ぜひ勧めたい」（35.8%）、 
「勧めたい」（56.9%）あわせて 92.7%となり、より満足度が高いことが伺える。 

 

８．現在の勤務先での職種【Q16】 

  ・「学生」が 79.1%を占めており、「ソフトウェア関連」（3.1％）、「教員（大学）」（2.3%）と
続いている。 

   
以上 
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             アンケート集計結果           （別紙 2） 

Q1 卒業した年度を選んでください。 

   

 

Q2 卒業した学部を選んでください。 

 

 

Q3 学部卒業後の進路にあてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可） 
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Q4 海外での勤務や留学の経験、業務や学業における英語の使用について、あてはまるものをすべて選ん

でください。（複数回答可） 

 

 

Q5 英語のコミュニケーションについて、下記の表から最もあてはまるものを、「01_大学在学中に身につ

いたと感じるコミュニケーションレベル」及び「02_身につけておきたかったと感じるコミュニケーショ

ンレベル」からそれぞれ選んでください。 

 ※各選択肢の具体的な到達レベルは下記の表をご覧ください。 
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Q6 本学は卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）において、身につけるべき知識・能力等を

制定しています。以下のうちから、学部在学中に身についたと感じる能力をすべて選んでください。 

（複数回答可） 

 

 

Q7 学部在学中の学びや経験で、卒業後に役だったと感じることはなんですか。 

（複数回答可） 
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Q8 現在さらに身につけようと考えている知識や能力はなんですか。（複数回答可） 

 

 

 

Q9 この 1年間で勤務（授業）時間以外に、自らの知識や能力を向上させていくために、一週間あたりど

れくらいの時間を使っていますか。 

 

 

Q10 今後本学は何に力を入れるべきとお考えですか。（複数回答可） 
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Q11 学部卒業後の本学とのつながりはなんですか。（複数回答可）    

 

 

 
 

 

 

 

※抜粋 

※抜粋 
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Q12 本学から発信している情報はどの媒体から得ていますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

Q13 身近に進学を考えている人がいたら本学への入学を勧めたいですか。 
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Q14 Q13と回答した理由をご記入ください。（自由記述・任意） ※抜粋 
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Q15 在学生へのメッセージをお願いします。（自由記述・任意） ※抜粋 
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Q16 現在の勤務先での職種を選んでください。（任意） 

※学生の方は「00_学生」を選択してください。 

※複数の勤務先がある場合は、もっとも長い時間を費やしているところとしてください。 

 

 

 

 

Q17 現在の職階を選んでください。（任意） 
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